
環境委員会追加資料 

１ 所管事務の調査（報告）

（1） 川崎臨港倉庫埠頭株式会社「経営改善及び連携・活

用に関する方針」の策定について

（2） かわさきファズ株式会社「経営改善及び連携・活用

に関する方針」の策定について

追加資料１ 川崎臨港倉庫埠頭株式会社ご案内 

追加資料２ 川崎臨港倉庫埠頭株式会社倉庫及びテントハウス面積比較 

追加資料３ 「経営改善及び連携・活用に関する方針」資金計画表補足資料

港    湾    局 

（委員会日：平成３０年８月２４日） 

（配布日：平成３０年９月１０日） 
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川崎臨港倉庫埠頭株式会社倉庫及びテントハウス面積比較

◎倉庫 （単位：㎡） ◎テントハウス （単位：㎡） ◎比較

1号倉庫 9,994.83 A棟 2,931 面積（㎡） 割合（％）

3号倉庫 1,100 B棟 2,941 倉庫 26,895 47

4号倉庫 1,100 C棟 1,900 テントハウス 30,396 53

5号倉庫 900 D棟 1,900

6号倉庫 900 E棟 2,958

7号倉庫 900 F棟 2,958

8号倉庫 900 G棟 2,958

9号倉庫 900 H棟 2,958

10号倉庫 900 1棟 2,964

11号倉庫 900 2棟 2,964

12号倉庫 900 3棟 2,964

東扇島倉庫 7,500 計 30,396

計 26,895 ※A～H棟は千鳥町

※1，3～12号倉庫は千鳥町 　 1～3棟は東扇島
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「経営改善及び連携・活用に関する方針」資金計画表補足資料 

１ 川崎臨港倉庫埠頭株式会社 

●川崎臨港倉庫埠頭株式会社の今後の収支見込について 

・資金計画表（資料１、９ページ）は、期首から期末までの現金預金の増減を示したも

のであり、法人の収益を示す損益計算書とは異なります。

・法人の事業活動による収益を示す経常利益（資料１、３ページ）については、平成２

９年度から平成３３年度までの間、着実に増加しています。

・法人が川崎港コンテナターミナルの指定管理者の指定を受ける際、本市に提出した収

支計画（表１）では、利用料金納付金制導入後、収益が増加する計画となっています。

（表１）川崎港コンテナターミナルの収支計画           （単位：千円）

項 目 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

収 入 ６０,７６３ ３２１,６７３ ３４４,７８３ ３５７,６９７

支 出 ５９,５４３ ３１３,２７９ ３３４,９３５ ３４７,０１１

収 益 １,２２０ ８,３９４ ９,８４８ １０,６８６

※ 平成２９年度の収入は指定管理料で支出は管理運営費。平成３０～３２年度の収入

は利用料金等で支出は管理運営費及び市への納付金。

※ 平成２９年度は実績、平成３０～３２年度は法人作成

※ 金額は、消費税及び地方消費税を除く。

●利用料金納付金制の導入における法人への説明等について 

・コンテナターミナルに利用料金納付金制を導入することについて、当時、本市は法人

に制度内容を十分説明しています。

・そのうえで、法人がコンテナターミナルの指定管理者の指定を受けようと判断し、所

要の手続を経て指定管理者に指定されました。
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２ かわさきファズ株式会社 

●資金計画表の事業費について 

・資金計画表（資料２、１５ページ）の事業費の内訳は、人件費、租税公課、旅費交通

費、広告宣伝費、水道光熱費、通信費、修繕費等です。

・ファズ物流センターは、平成１０年の開業から２０年経過しており、テナント入居者

に影響のないように計画的な修繕を行ってきております。

・平成３０年度から３２年度にかけて、テナント入れ替えに伴いＡ棟冷凍庫区画修繕等

を予定しているため、他年度より多くの事業費が必要となります。

・現状、かわさきファズ物流センターの入居率は１００％ですが、引き続き、利用者の

ニーズに応え、高入居率を維持できるよう、適切に施設の維持管理を行ってまいります。
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